
18広報とよはし  平成 28 年 4月15日

どなたでも主な対象 女性 男性 子ども 高齢者 障害者 事業 育児 催しの開催期間中でも、施設の休館日などが
あります。詳細はお問い合わせください。
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保
育
園
な
ど
で
子
ど
も
を
保
育
す
る

経
費
は
、
保
護
者
・
国
・
県
・
市
が

負
担
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
市
で
は
保
育
料

を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

■
保
育
料
の
軽
減

同
一
世
帯
か
ら
保
育
園
、
幼
稚
園
な

ど
の
在
園
児
が
2
人
以
上
の
場
合
、

2
人
目
は
下
表
の
各
年
齢
区
分
の
半

額
、
3
人
目
以
降
の
徴
収
額
は
無
料

で
す（
教
育
認
定
は
、
小
学
3
年
生

ま
で
の
兄
姉
が
い
る
場
合
、
そ
の
児

童
も
カ
ウ
ン
ト
し
ま
す
）。
ま
た
、
ひ

と
り
親
世
帯
、
在
宅
障
害
児（
者
）の

い
る
世
帯
、
多
子
世
帯
の
う
ち
、
所

得
な
ど
の
一
定
の
要
件
を
満
た
す
世

帯
は
、
保
育
料
が
軽
減
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
※
年
齢
区
分
は
4
月

1
日
時
点
の
年
齢
で
す
。
年
度
途
中

は
年
齢
区
分
の
変
更
を
行
い
ま
せ
ん

	

平
成
28
年
度
保
育
料
が
決
ま
り
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　

保
育
課（
☎
51
・
２
３
２
２
）
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■平成28年度保育料徴収額表（月額単位：円）

階層区分 階
層

保育認定
教育認定3歳未満児 3歳児 4歳以上児

標準時間 短時間 標準時間 短時間 標準時間 短時間
生活保護世帯 1 0 0 0 0 0 0 0

市町村民税所得割非課税世帯 2 6,300 6,000 4,200 3,900 3,500 3,200 1,500

市
町
村
民
税
所
得
割
額

48,600円未満 3 10,900 10,600 9,800 9,500 8,200 7,900 5,500
73,000円未満 4 15,700 15,400 14,700 14,400 12,300 12,000 9,000
116,000円未満 5 22,200 21,800 19,500 19,200 16,400 16,100 11,200
163,000円未満 6 30,300 29,800 21,200 20,900 17,800 17,500 12,800
209,000円未満 7 39,000 38,400 22,200 21,800 18,700 18,400 13,400
340,000円未満 8 48,000 47,200 23,300 22,900 19,600 19,300 16,000
397,000円未満 9 53,000 52,100 27,600 27,100 23,200 22,800 18,600
397,000円以上 10 58,000 57,000 32,000 31,500 26,900 26,400 18,600

※保育料や軽減についての詳細は、市役所保育課（東館2階）、ホームページ、各保育園などでご確認ください

市
内
に
あ
る
緑
の
風
景
を
将
来
に
わ
た
っ
て

大
切
に
守
る
た
め
、
魅
力
あ
る
緑
の
風
景
写

真
を
募
集
し
、
毎
年
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■
平
成
27
年
度
の
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た

平
成
27
年
度
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
１
４
０
点

の
応
募
が
あ
り
、
次
の
通
り
入
賞
者
が
決
定

し
ま
し
た
。
※
敬
称
略

最
優
秀
賞　

都
筑
和
雄　

入
賞　

白
井
祐
輔
、

白
井
保
男
、
坂
野
朋
生
、
中
村
靖
彦
、
藤
山

篤
史
、
渡
辺
宏
仁
、
森
藤
泰
作
、
宮
崎
利
彦
、

坂
田
秋
男
、
鈴
木
安
子

︿
作
品
の
展
示
﹀

と
き
／
と
こ
ろ　

4
月
27
日
㈬
〜
5
月
13
日

㈮
ま
で
／
市
役
所
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
東
館
1

階
）、
5
月
17
日
㈫
〜
30
日
㈪
／
こ
ど
も
未

来
館
こ
こ
に
こ（
松
葉
町
三
丁
目
）

	
「
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
た
い
・
残
し
た
い

　
　
緑
の
風
景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た			

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

問
い
合
わ
せ　

公
園
緑
地
課（
☎
51
・
２
６
４
９
）最優秀作品

	コミュニティバス「愛のりくん」の
運行内容を変更します

5月2日㈪から、愛のりくんの一部の系

統で、のりばの新設と移設を行います。

変更点：①細谷二川系統・小沢二川系統
で「積善病院」「第二積善病院」のりばを

新設②豊南大清水系統で「大清水窓口セ

ンター」のりばの名称を「大清水まなび交

流館「ミナクル」」とし、のりばをミナクル

敷地内に移設　問い合わせ：都市交通課
（☎51・2620）

	市長選挙の投票日は
11月13日㈰です

任期満了に伴う市長選挙は、平成28年

11月6日㈰告示、11月13日㈰投票の日

程で行うことが決まりました。

問い合わせ：選挙管理委員会（☎51・
2960）
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豊橋市の人口と世帯
（平成 28 年 3月1日現在）

●人口　378,390 人（前月比 65 人減）
　　　 ［男189,979 人／女 188,411 人］
●世帯　153,115世帯（前月比79世帯増）
※このうち外国人は 14,223 人／ 7,149 世帯

豊橋市内の平成28年2月の交通事故（人身）

［　］は平成27年2月、（　）は平成28年の合計
●件数 206 件 ［243 件］ （ 422 件）
●死者 1 人 ［　0 人］ （ 　　2 人）
●傷者 247 人 ［296 人］ （ 514 人）
自転車に乗る時は、幼児・児童はもちろん
大人もヘルメットを着用しましょう

わ
く
わ
く
活
動
ひ
ろ
ば

　　　　豊橋市では、みなさんからの寄附などによるトヨッキー基金（市民協働推進基金）から、社会に役立つ活動に市民協働推進補

　　　　助金を交付しています。この補助金によるNPOや自治会などの活動を紹介します。

金
田
住
宅
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン 

世
話
人
会

トヨッキー基金への寄附は、随時受け付けしています。この基金への寄附は税金の優遇措置があります。
詳細は市民協働推進課（☎51・2483）

［寄附累計］
 　6,907,281 円（平成 19 年度から）
 　　  456,869 円（平成 27 年度受入分）

　

私
た
ち
は
、「
県
営
金
田
住
宅
か
ら

孤
独
死
を
な
く
し
た
い
」と
い
う
思
い

か
ら
、
約
3
年
半
前
に
民
生
委
員
と

自
治
会
で
相
談
し
、
住
民
が
気
軽
に

集
ま
り
楽
し
む
場
を
提
供
す
る
た
め

の
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
サ
ロ

ン
の
運
営
は
、
自
治
会
役
員
・
民
生

委
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
12
人
で
行
い
、

ま
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
協

力
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
第
3
日
曜
日
の
午
後
に
金
田

住
宅
集
会
場
で
、
年
配
者
を
中
心
に

趣
旨
に
賛
同
す
る
住
民
40
人
以
上
が

集
ま
り
、
２
０
０
円
の
会
費
で
お
茶

や
お
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
、
な
つ
か

し
い
歌
や
民
謡
踊
り
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
毎
月

第
1
日
曜
日
に
も
、
主
に
認
知
症
予

防
を
目
的
と
し
た
ミ
ニ
サ
ロ
ン
を
開

き
、
20
人
程
で
脳
ト
レ
ゲ
ー
ム
や
健

康
体
操
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
度
は
、
く
す
の
き
補

助
金
で
念
願
の
屋
外
例
会
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
お
花
見
に
大
勢
で
行
け
る

な
ん
て
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
」「
長

生
き
し
て
い
て
良
か
っ
た
」と
い
っ
た

喜
び
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
東
三
河
広
域
連
合
企
画
の
「
落

語
や
漫
談
に
よ
る
消
費
生
活
出
前
講

座
」も
好
評
で
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成

26
年
度
か
ら
石
巻
小
学
校
の
郷
土
学

習
の
一
つ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、「
お

年
寄
り
を
理
解
し
よ
う
」「
お
年
寄
り

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
を
考
え
よ

う
」と
、
熱
い
思
い
を
持
っ
た
延
べ
58

人
の
6
年
生
が
サ
ロ
ン
を
参
観
し
ま

し
た
。
小
学
生
か
ら
手
作
り
の
カ
ー

ド
や
手
紙
を
も
ら
っ
た
り
、
学
校
で

習
っ
た
「
石
巻
音
頭
」を
み
ん
な
で
教

わ
っ
て
一
緒
に
踊
っ
た
り
と
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
支
援
が
必
要
な
人
を
見

落
と
し
て
い
た
り
、
本
当
に
参
加
し

て
ほ
し
い
人
を
惹ひ

き
つ
け
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
り
と
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、

「
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
」「
自
分
た

ち
で
住
宅
全
体
を
見
守
ろ
う
」
を
合

言
葉
に
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
で
力
を

合
わ
せ
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

金
田
住
宅
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
世
話

人
会　
片
岡

（
☎
87
・
１

３
２
６
）

楽
し
む
・
学
ぶ

情
報
あ
れ
こ
れ

市
民
活
動
総
合
補
償
制
度
で
は
、
自
治
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
市
民
活
動
中
に
起
き
た
事
故
を
補
償
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
団
体
と
活
動　

自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
市
民
活
動
団
体（
市
内
に
本
拠
地
を
置
き
、
5

人
以
上
で
構
成
さ
れ
る
非
営
利
の
団
体
）が
国
内
で
行
う
、
社
会

に
役
立
ち
、
無
報
酬
で
自
発
的
に
行
わ
れ
る
活
動（
校
区
や
町
内

主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
文
化
祭
、
防
災
訓
練
な
ど
）　

補
償
内
容　

傷
害
補
償（
偶
然
の
事
故
に
よ
り
死
亡
ま
た
は
、
け
が
を
し
た
と

き
）と
賠
償
責
任
補
償（
他
人
の
身
体
や
持
ち
物
な
ど
に
損
害
を
与

え
、
法
律
上
の
賠
償
責
任
を
負
う
と
き
）　

事
故
後
の
対
応　

事

故
が
発
生
し
た
ら
、
30
日
以
内
に
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課（
西

館
4
階
）へ
事
故
報
告
書
を
提
出
※
行
事
開
催
に
つ
い
て
事
前
の

報
告
は
不
要　

加
入
方
法　
「
ど
す
ご
い
ネ
ッ
ト
」へ
の
登
録
が
必

要
※
自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も
会
な
ど
、
す
で
に
市
が
活

動
を
把
握
し
て
い
る
団
体
は
登
録
不
要
。
賠
償
責
任
補
償
の
場
合

は
市
民
協
働
推
進
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い　

そ
の
他　

保
険
料
は

市
が
負
担
。
詳
細
は
、
市
内
の
主
な
公
共
施
設
で
配
布
す
る
案
内

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

問
い
合
わ
せ　

  

市
民
協
働
推
進
課（ 

☎
51
・
２
４
８
３
）

 
市
民
活
動
中
の
事
故
を
補
償
し
ま
す

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

参加料・受講料が明記していないものは無料、申し込みが明記していないものは不要です。
掲載記事のホームページについては、http://www.city.toyohashi.lg.jp/9045.htmからご覧いただけます。


